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炉解答は「考え方と解答」119ページ

■－基本問題－

次の2次方程式を解け。

（1）∬2－2α∬＋α2－が＝0　　　　　　　　（2）α2∬2－α2∬＝αみ＋が（α≒0）

∬＝3が次の方程式の解となるように実数αの値を定め，次に他の解を求めよ。

（1）∬2－α∬＋3＝0　　　　　　　　　　（2）藍r2＋3∬＋α（α＋1）＝0

2次方程式烏∬2－8∬＋（鳥＋6）＝0が次の条件をみたすように，定数丘の範囲を定めよ。

（1）実数解をもつ　　　　　　　　　　（2）異なる2つの実数解をもつ

（3）虚数解をもつ

次の2次方程式の解を判別せよ。

（1）∬2＋烏∬＋9＝0

（3）2∬2＋（長一1）∬＋長一1＝0

（2）∬2＋烏∬一点＋8＝0

2次方程式∬2－4∬＋7＝0の2つの解をα，βとするとき，次の式の値を求めよ。

（1）α＋β　　　　　　　　（2）αβ　　　　　　　　　（8）α2β＋αβ2

（4）（α＋1）（β＋1）　　　　（5）α2＋β2　　　　　　　　（6）（α－β）2

（7）吉・舌　　　（8）昔＋雷

次の2数を解にもつようなヱの2次方程式をつくれ。ただし，∬2の係数は1とする。

（1）2，3　　　　　　　　　　　　　（2）－3，2

（3）－7，－5　　　　　　　　　　　（4）ノす＋1，ノす－1

（5）1十才，1－才　　　　　　　　　　　（6）3＋ノす，3－ノす

2次方程式∬2＋クエ＋9＝0の解が2＋ノ百才，2－ノ盲iであるとき，ク，留の値を求めよ。
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2次方程式2∬2－お－6＝0の2つの解をα，βとするとき，次の式の値を求めよ。

（1）α2β＋αβ2　　　　　　　（2）α2＋β2

（4）吉・喜　　　（5）£i＋是i

次のような2数を求めよ。

（1）和が10，積が21

は）和が1，積が1

解の公式を用いて，次の式を因数分解せよ。

（1）2∬2－7∬＋5

（3）3∬2＋10．だ＋8

（2）和が－6，積が9

（4）和が6，積が13

（2）2∬2＋15エー38

（4）4∬2－4エー1

（3）α3＋β3

（8）蓋＋亮

2次方程式2∬℡一触＋5＝0の解をα，βとするとき，次の2数を解にもつ整数係数の2次方程式を

つくれ。

（1）2α，2β　　　　　　　　　　　　（2）－α，－β

（3）α＋1，β＋1　　　　　　　　　（4）α2，β2

（6）去，喜　　　　　　（6）昔，雷

次の2つの2次方程式がともに実数解をもつとき，定数αの値の範囲を求めよ。

∬2＋（α＋1）∬＋α2＝0，∬2＋2α∬＋2α＝0

次の2つの∬についての方程式が同じ解をもつための鳥の値をすべて求めよ。

∬2－（長一3）∬＋5丘＝0，∬2＋（尾＋2）エー5烏＝0

（1）∬2＋α∬＋ろ＝0の1つの虚数解が2＋√百才となるように実数α，古を求めると，

α＝［＝コ，∂＝［＝コ

（2）方程式（1＋よ）∬2－（2－才）エー3＋血滋＝0が実数解をもつように実数αの値を定めよ。

（日本歯大）
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ヨ■竃標準問題欝■■

タ，留が実数のとき，9＞0であることは，∬についての2次方程式∬2＋：砂エ＋曾＝0が虚数解をもつ

ための［＝コ条件である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（四日市大）

戊，あを実数とする。2次方程式∬2＋2（ば＋ろ＝鳥∬＋αは，すべての実数烏に対して実数解をもつ。こ

のとき，αとろの関係は［＝：コとなる。

3つの2次方程式

∬2－2（lg＋4＝0，∬2－2α∬＋3α＋4＝0，g2－2α∬＋2α2＋2α－3＝0

について，次の条件に適する実数αの範囲を求めよ。

（1）3つとも実数解をもつ。

（2）1つだけ実数解をもつ。

2次方程式∬2－9∬＋α＝0の2つの解の間に次の関係があるとき，定数αの値を求めよ。

（1）2つの解の比が1：2

（2）2つの解の差が1

（久留米大）

（1）2次方程式∬2＋ゑ∬＋2＝0の解がα，α＋1（α＞0）であるとき，定数丘の値と解αを求めよ。

（2）2次方程式∬2－12．だ一点＝0の1つの解が他の解の3倍であるとき，定数鳥の値と大きいほうの

解を求めよ。

2次方程式（エー1）（エー2）＋∬（エー1）＋∬（∬一2）＝0の2つの解をα，βとするとき，

2　　　　　　　　　3

（α－1）（β－1）＋（エー2）（β－2）
の値は［＝コである。 （中京大）

方程式∬2＋2∬＋4＝0の2解をα，βとし，乃を自然数とする。このとき

（1）α4＋β4＝⊂コ　　　　　（2）α8＋β8＝［＝コ　　　　　　（8）α3州＋β3か2＝⊂コ

（日本犬一理工）
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36．2次方程式

（1）2次方程式∬2－クエ＋1＝0の2つの解をα，βとするとき，α3＋β3＝2であるという。実数クと

解α，βを求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（城西大一理）

（2）αを実数として，2次方程式∬2＋α∬＋4＝0の解をα，βとする。このとき，α＋1とβ－1を

解としてもつ2次方程式はェ2＋α∬＋α＝0となる。αとα，βの値を求めよ。

（1）2次方程式X2－X－k＝0の2つの解がsinO＋cosOとsinO－COSOである。このとき，

Sinβ＝口，点＝［＝コである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（立教大一経済）

（2）2次方程式32－a・r＋a＝0の2つの解がsinO，COSOであるとき，aの値は⊂コ，Sin30＋cos30

の値は口である。

2次方程式∬2－αヱ＋α2－4＝0について，

（1）2つの解がともに正であるための実数αの範囲を求めよ。

（2）1つの解だけが正であるための実数αの範囲を求めよ。

2つの2次方程式エ2＋α∬＋∂＝0，∬2＋み∬＋α＝0がただ1つの共通解をもつとき，

（1）この共通解を求めよ。

（2）共通でない解の和を求めよ。

（名城大一理工）

（滋賀大）

（1）才についての2次方程式お2＋（α2－9）ェ＋鮎＝0（αは実数の定数）が純虚数bfの形の虚数，

ただしクは0でない実数）の解をもつとき，αの値は⊂コで，方程式の解は∬＝口である。

（神戸学院大一法）

（2）方程式（1＋クわ2＋（1－わー6－2才＝0の1つの解が実数であるように実数クの値を定め，かつ，

それに対する2つの解を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法政大一法）

方程式∬2＋∬＋1＝0の2つの解をα，βとする。花は整数である。

（1）乃が3の倍数のとき，α乃＋β乃の値を求めよ。

（2）刀が3の倍数でないとき，α袖＋β花の値を求めよ。

（3）花が3の倍数でないとき，α花，伊もこの方程式の2つの解であることを証明せよ。

「セミナーノート」第36講座141～144ページ 「数学αの完全整理」279～284ペ一㌢－ 
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炉解答は「考え方と解答」l為ページ

■－基本問題－

整数′（∬）＝∬3－2∬2－αヱ＋6が次の条件をみたすように，定数αの値を定めよ。

（1）エー1で割ると3余る。

（2）∬＋1およびズー2で割ると余りが等しい。

（1）整数′（ェ）＝エ3＋2∬2＋αエ＋あをヱ＋1で割ると　－1余り，エー2で割ると5余るという。定数

α，あの値を求めよ。

（2）整式′（∬）＝3こr3＋α∬2－14g＋10を∬＋2で翻っても，・エー1で却っても余りが同じになる。α

の値と余りを求めよ。

次の式を因数分解せよ。

（1）2．r3－7∬2＋2∬＋3　　　　　　　　　　（2）3∬＄－10∬2＋9エー2

（3）∬4－10∬3＋35．だ2－50∬＋24　　　　　（4）∬4－4∬3＋3∬2＋4．芳一4

次の方程式を解け。

（1）2∬3－9ェ2－6∬＋5＝0

（8）∬（∬＋2）（∬＋4）＝1・3・5

（5）∬4＋5∬3－20ズー16＝0

（2）3∬3＋4g＝∬2－8

（4）ェ4＋8∬＝0

（）の部分をⅩとおくことにより，次の方程式を解け。

（1）（∬2＋1）2－（∬2＋1）＝0　　　　　　　（2）（∬2－g）2－3（∬2－∬）＋2＝0

（3）（∬2－3∬）2－8（∬2－3∬）－20＝0　　　（4）（∬2－2∬）2－5∬2＋10∬十4＝0

∬3－1＝0の虚数解の1つを伽とするとき，

（1）揖2も上の方程式の解であることを示せ。

（2）次の式の値を求めよ。

ぐ′1．㌦＋…　　　　川（。し山1　　（．・′）ザ＋1
d）

（札幌学院大）
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3次方程式，∬3－∬2－4∬－6＝0の3つの解をα，β，γとするとき，

α＋β＋γ＝口，　αβ＋βγ＋γα＝⊂コ，　αβγ＝［：：：コ

である。したがって

α2＋β2＋γ2＝［＝コ，（1＋α）（1＋β）（1＋γ）＝［：：コ

である。 （九州国際大）

（1）3次方程式エ3＋α∬2＋∂∬＋1＝0が1＋ノ官を解にもつという。このとき，有理数α，みの値，

および，上の方程式の1＋ノす以外の解をすべて求めよ。　　　　　　　　　　　　（城西大一理）

（2）α，あが実数で，3次方程式∬3＋α∬2＋ろズー20＝0の1つの解が3－ノ二iであるとき，

α＝［：：：コ，ろ＝⊂コである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早大一商）

4次方程式′（∬）＝エ4－8∬3＋2血2－α∬＋み＝0が2＋才を解にもつような実数α，古を求めたい。

2十才を解にもつ実数係数の2次方程式で，∬2の係数が1であるものは

g（∬）＝□＝0

′（∬）をg（∬）で割ると，商が⊂コ，余りが［＝］であるから

′（∬）＝g（∬）（⊂コ）＋⊂コ

∬に2＋才を代入して，実数部分と虚数部分に分けると

′（2＋f）＝［＝コ＋⊂コf＝0　　したがって，α＝［：：：コ，∂＝［＝］　　　（東海大一海洋）

■■標準問題－

整式′（∬）をエー2で割ったときの余りが3，（エー1）2で謝ったときの余りが∬＋2である。′（∬）を

（エー1）℡（エー2）で割ったときの余りを求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　（関西大一社会）

整式′（ェ）を∬2－エー2で割るとお一2余り，∬2－お＋2で割ると∬＋2余る。′（∬）を∬2－エー2

と∬2－お＋2の最小公倍数で割ったときの余りを求めよ。　　　　　　　　　　　（徳島文理大一薬）

（1）3次方程式2∬3－3∬℡＋α∬＋み＝0の2つの解が∬＝2と∬＝3であるとき，α＝［：：コ，み＝口で

あり，残りの1つの解は：エ＝［二二］である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京工芸大）

（2）αを実数とする方程式∬3＋（α＋1）∬2＋（α2－7α－7）∬＋2（2α＋1）＝0枚3個の実数解

1，α，β（α＜β）をもつ。このとき，α＝⊂＝］，α＝［＝コ，β＝［：＝］である。　　　（九州国際大）

（3）∬の3次方程式∬3－（3烏＋2）∬2＋尾（3鳥＋4）∬＝0が異なる3つの実数解をもつように，整数鳥の

値を定めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（防衛大）
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3次方程式∬3＋（1＋3i）∬＋（2＋烏i）＝0（ただし，菖2＝－1）が少なくとも1つの実数解をもつとき，

実数烏の値は⊂コであり，その実数解は⊂コである。　　　　　　　　　　　　　（南山大一経済）

3次方程式′（∬）＝∬3＋クエ＋曾＝0が複素数α＋言を解にもつという。ただし，ク，留，αは実数で，

f＝ノ二iとする。このとき，

（1）′（∬）＝0のα＋f以外の2つの解をαで表せ。

（2）ク＝－2のとき，留とαを求めよ。 （城西大一薬）

3次方程式∬3－（お＋3）∬2＋（5α＋9）エー（3α＋7）＝0が二重解をもつようにαの値を定めよ○　また，

そのおのおのの場合について，方程式の解を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　（早大一商）

次の3次方程式と2次不等式を同時にみたす整数ガが少なくとも1つあるようなαの値の範囲を求め

よ。

3こr3－（6α＋7）∬2＋（14α＋2）ェー血＝0，エ2－2‘ば＋α2－1≦0　　　　（国士舘大一工）

方程式∬4－∬3＋∬2＋2＝0の1つの解は1＋よであることを示せ。次に残りの解をすべて求めよ0

（京都産業大）

ヱの方程式∬4＋。∬3＋（α＋4）∬2＋（α2－8）∬＋α2－13＝0がただ1つの実数解をもつようにαの値を定

めると，α＝［＝］で，また，このときの虚数解は［＝］である。　　　　　　　　　　　（芝浦工大）

（1）ヱについての方程式∬＋吉＝王が相異なる2つの正の解をもつための実数川条件を求めよ0

但）∬についての4次方程式∬4一弘3＋（α＋6）∬2－〟十1＝0が相異なる4つの正の解をもつための

実数αの条件を求めよ。
（成城大一法）

「セミナーノート」第37講座145～148ページ 「数学αの完全整理」285～290ペ1ジ 
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